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参加者は225名、協議主題は「計量士の将来展望」 

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
着

実
に
や
っ
て
い
け
ば
、
自
ず

と
資
質
向
上
と
職
域
拡
大
に

繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。」
と
述
べ
た
。

「
5
年
ご
と
の
更
新
、研

修
受
講
を
要
す
る
」　

東
京
計
量
士
会
溝
口
義
浩

氏
発
言

　
自
由
討
論
「
計
量
士
の
将

来
展
望
」
に
関
係
す
る
茨
計

量
士
の
更
新
制
度
お
よ
び
研

修
制
に
つ
い
て
、
芋
計
量
士

の
資
質
向
上
と
職
域
拡
大
に

つ
い
て
、
に
対
し
て
東
京
計

量
士
会
所
属
計
量
士
溝
口
義

浩
氏
（
珂
東
洋
精
機
製
作
所

品
質
保
証
室
）
は
次
の
よ
う

に
発
言
を
し
た
。（
一
部
は
発

言
時
間
の
都
合
の
た
め
発
言

通
告
文
書
に
よ
る
）

  溝
口
義
浩
氏
発
言
は
次
の

と
お
り
。

サ
ブ
テ
ー
マ
1
：
計
量
士
の

更
新
制
及
び
研
修
制
に
関
し

て　
現
在
、
計
量
士
の
登
録
は

永
久
で
あ
り
、
計
量
士
の
資

質
の
維
持
・
向
上
に
つ
い
て

は
計
量
士
個
人
の
自
己
啓
発

な
ど
に
依
存
し
て
お
り
、
計

量
技
術
革
新
や
計
量
制
度
改

正
な
ど
環
境
変
化
に
対
応
で

き
て
い
る
か
に
関
し
て
は
疑

問
の
声
も
多
い
。
よ
っ
て
、

計
量
士
制
度
の
登
録
に
有
効

期
間
を
設
け
、
そ
の
更
新
の

た
め
に
一
定
の
研
修
を
受
講

す
る
制
度
を
設
け
る
必
要
が

あ
る
。

　
一
例
と
し
て
資
格
取
得
者

の
専
門
的
資
質
を
維
持
・
発

展
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て

「
計
量
士
」
に
は
5
年
毎
に

資
格
更
新
を
義
務
づ
け
る
。

　
5
年
更
新
制
度
の
他
の
士

制
度
に
は
、「
販
売
士
」「
臨

床
心
理
士
」「
中
小
企
業
診
断

士
」
な
ど
多
数
あ
る
。
さ
て

計
量
士
の
資
質
の
維
持
向
上

の
た
め
の
研
修
に
つ
い
て

は
、
花
日
本
計
量
振
興
協
会

や
各
地
域
の
計
量
協
会
が
中

心
と
な
っ
て
立
案
す
る
も
の

と
す
る
。
研
修
場
所
は
全
国

を
何
箇
所
か
の
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
て
も
い
い
し
、
ま
た
は

都
道
府
県
の
計
量
検
定
所
な

ど
地
方
の
都
市
で
実
施
し
て

も
い
い
。（

韻
面
に
つ
づ
く
）

第
　
回
計
量
士

57
国
家
試
験

　
第
　
回
計
量
士
国
家
試
験

57

が
3
月
4
日
9
時
　
分
か

20

ら
、
全
国
9
会
場
で
一
斉
に

行
わ
れ
た
。
会
場
は
、札
幌
、

仙
台
、
東
京
、
名
古
屋
、
大

阪
、
広
島
、
高
松
、
福
岡
、

那
覇
の
9
カ
所
。

（1） 2007年（平成 19 年）3月4日（日）第 2666 号 （　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可

第
5
回
全
国
計
量
士
大
会
が
開
か
れ
る
　
　
　
   　
  　
 陰
面

東
日
製
作
所
の
ト
ル
ク
機
器
特
集
　
　
　
　
　
　
    隠
面

J
Q
A
セ
ミ
ナ
ー
、
生
産
統
計
、
入
札
公
告
ほ
か
　
   
韻
面

資
料
・
計
量
行
政
審
議
会
第
3
W
G
　
　
　
　
　
   吋
右
面

あ
い
ち
計
測
座
談
会
、
お
じ
ん
の
甘
口
・
辛
口
　
　
  宇
面

計
量
計
測
器
ガ
イ
ド
、社
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  烏
面

新
製
品
ニ
ュ
ー
ス
、
都
計
コ
ン
総
会
ほ
か
 　
　
　
　
　
羽
面

　
花
日
本
計
量
振
興
協
会
が
主
催
し
て
毎
年
1
回
開
い
て
い
る
全
国
計
量
士
大
会
の
第

5
回
大
会
が
2
0
0
7
年
2
月
　
日
画
午
後
、
神
戸
市
の
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
舞
子
ビ
ラ

23

神
戸
で
開
か
れ
、
2
2
5
名
の
計
量
士
と
行
政
関
係
者
な
ど
が
参
加
し
た
。
主
題
は
計
量

士
制
度
と
そ
の
将
来
展
望
で
、
茨
計
量
士
の
在
り
方
調
査
委
員
会
と
資
質
向
上
委
員
会
の

委
員
会
報
告
、
芋
全
国
各
地
区
に
お
け
る
計
量
士
の
将
来
展
望
に
か
か
わ
る
議
論
の
内
容

報
告
の
2
報
告
に
基
づ
い
て
意
見
交
換
を
し
た
。
ま
た
自
由
討
論
は
「
計
量
士
の
将
来
展

望
」
を
主
題
に
し
て
、
関
連
す
る
副
題
を
茨
計
量
士
の
更
新
制
度
お
よ
び
研
修
制
に
つ
い

て
、
芋
計
量
士
の
資
質
向
上
と
職
域
拡
大
に
つ
い
て
と
し
、
午
後
1
時
半
か
ら
同
4
時
　15

分
ま
で
協
議
し
た
。
午
後
4
時
半
か
ら
同
6
時
ま
で
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

計
量
士
の
更
新
制
度
お
よ
び
研
修
制
と
計
量

士
の
資
質
向
上
と
職
域
拡
大
が
協
議
の
中
身

が
っ
て
い
く
。

資
質
向
上
と
職
域
拡

大
は
着
実
な
計
量
管

理
へ
の
取
り
組
み
か
ら

　
自
由
討
論
の
な
か
で
進
行

責
任
者
の
金
子
一
榮
氏
は
、

「
先
ほ
ど
事
務
局
か
ら
平
成

　
年
度
に
研
修
を
行
う
と
の

19話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ベ
テ

ラ
ン
の
知
識
と
経
験
の
豊
富

な
計
量
士
の
方
々
が
、
若
手

の
計
量
士
の
教
育
研
修
を
行

う
こ
と
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
計
量
士
の
資
質

向
上
と
職
域
拡
大
に
関
し
て

で
す
が
、見
方
を
変
え
れ
ば
、

現
在
、
計
量
に
つ
い
て
多
く

の
人
々
が
そ
れ
ほ
ど
意
識
せ

ず
に
い
て
、
曲
り
な
り
に
も

計
量
の
安
全
が
確
保
さ
れ
て

い
る
の
は
、
計
量
士
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
者
の
方
々

が
、
き
ち
ん
と
一
所
懸
命
努

力
し
て
計
量
に
取
り
組
ん
で

い
る
証
左
で
あ
る
と
思
う
。

計
量
士
が
自
信
を
持
っ
て
、

時
代
と
社
会
の
変
化
に
対
応

義
務
付
け
る
こ
と
は
適
当
で

あ
る
が
、
そ
の
内
容
な
ど
に

つ
い
て
は
、
十
分
に
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

唄
計
量
士
の
資
質
向
上
及
び

職
域
拡
大
に
つ
い
て
は
、
一

朝
一
夕
に
解
決
す
る
も
の
で

は
な
い
。
社
会
・
経
済
情
勢

や
技
術
の
発
展
な
ど
の
外
的

要
因
も
大
き
い
も
の
が
あ

る
。
し
か
し
変
化
に
対
応
し

た
自
己
研
鑽
や
組
織
的
研
修

を
通
し
て
、
ま
た
制

度
改
正
な
ど
を
通
し

て
、
一
歩
ず
つ
息
の

長
い
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
が
、
資
質
向

上
と
職
域
拡
大
に
繋

ト
ル
ク
機
器
特
集

隠
面

協
議
の
結
果
、計
量
士
の
登
録
更
新

制
の
導
入
を
満
場
一
致
で
確
認

　「
計
量
士
の
将
来
展
望
」を

主
題
に
し
て
の
自
由
討
論

は
、
あ
ら
か
じ
め
発
言
趣
旨

を
大
会
事
務
局
に
通
告
、
進

行
責
任
者
の
金
子
一
榮
氏
が

会
場
で
発
言
を
求
め
る
形
で

行
わ
れ
、
午
後
3
時
か
ら
同

4
時
　
分
の
定
刻
に
な
っ
て

15

も
発
言
を
求
め
る
者
が
い
る

ほ
ど
に
熱
気
に
満
ち
て
い

た
。

　
討
論
の
内
容
を
議
長
の
役

を
担
う
進
行
責
任
者
の
金
子

一
榮
氏
は
次
の
4
つ
の
内
容

で
ま
と
め
て
会
場
に
図
り
満

場
一
致
で
賛
同
が
あ
っ
た
。

臼
計
量
士
の
登
録
更
新
制
の

導
入
に
賛
同
す
る
。

渦
更
新
期
間
は
、　10

年
が
適
当
と
す
る
意

見
も
あ
っ
た
が
、
5

年
が
適
当
で
あ
る
と

す
る
意
見
が
多
数
で

あ
っ
た
。

嘘
更
新
時
に
研
修
を

飯塚幸三会長

金子一榮氏溝口氏発言の様子


